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　 1．は じめ に
　分 裂病研 究に お ける臨床的、多元的アプ ロ ーチ の 意義 と方法 に つ い て の 展望 は豊嶋 1）に よっ て
紹介 され て い る 。 Malmo ら2）は分裂病者の 外見の テ ン ポと内面 の テ ン ポの 有意な違 い の ある こ
とを指摘 し、三 島3）、長崎 4）らは健常者の 精神 テ ン ポ に 恒常性 の あ る こ と を報告 して い る 。 一般
的 には個 人 固有 の 最も快適 な速さ を精神テ ン ポ とよび 、 直接測定す る方法 とし て 指 タ ッ ピ ン グ
が ある 。
　分 裂病者を対象に指タ ッ ピ ン グを利用 した研 究で は、武藤ら 5）が ク レ ペ リン 検査 に比 べ て運動
的作業 をよ く とらえ られ る こ と、 村井6〕は快適 テ ン ポ が 被験 者の 性格的 なもの を示 すよ りむ しろ
被験者の 精神状 態を示 すこ と、二 宮ら 7）は一定の テ ン ポ を刻 む ピ ッ プ音 を手挂トり刺激 と して 聞か
せ 、その 消失後 も同 じテ ン ポ を要求 した が有意に タ ッ ピ ン グ間隔が 短か くな っ た こ と、などが
報告 されて い る 。
　我 々 は、分 裂病者の 心理 ・行動的特徴 を知 るため の 指標 として 指 タ ッ ピ ン グが 、分 裂病者の
社会復帰の ため の 判断資料 に な り得るか否か を検討 した 。
　 II．方法
1．対象　K 病院に 入 院中の 分 裂病患者 12名 （男 9 、女 3 ）。病状 は比較的安定 して お t）寛解正
常態に ある。平均年齢は 42．4歳 。 正 常対照群 と して 同病院の 職員 9名 （男 3 、女 6 ）。 平均年齢
は 39．5歳 。 合計21名であ る。
2 ．方法　患者 に は前 もっ て実験の 主 旨を伝え、協 力の 同意を得 た 。
　第 1 日目は 、メ トロ ノー ム 拍 音に同調 して タ ・ttピ ン グ （以下打 叩）する課題 と個 人の 好 ま し
い 一定の テ ン ポ で打 叩す る課題 を与える 。 第 2 日 目は 、精神的ス トレ ス を与える 目的か ら、鏡
映描 写の 課題 を加 え る。あ とは第 1 日 目と同課題を同 じ順序 でお こ なう。鏡映描写器 は 三和工
業  の 簡易型 を使用 した 。 刺激図形は 「星型 40xIO   サ イズ ）」 とし、こ の 輪郭線内 （幅 6 ミ
リ）を 1 周する の が 鏡映描 写課題で あ る。 5分 以 内で 1周で きなければ そ の 時点で描 写 を終 了
させ る。打叩 は、心電図計 （1 チ ャ ン ネル の 日 本光電製 ECG − 6251型）の マ ーカー部分 を右手
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人指 し指で 閉眠 して お こ な う。 実験所要時間は 10〜15分 間で ある 。
　実験手順 ：第 1 日 目……十分 リラ ッ ク ス した状態をつ くっ て か ら実験に 入 る 。 メ トロ ノーム
拍音 （80／分 ）に 打叩を同調する 課題 （60秒間、前半 20秒は手掛 り音有 り、 後半40秒 は手掛 り
音無 し）→ 被験者の 最 も打叩 しや すい 一定 の 速 さに よる精神 テ ン ポ課題 （第 1 回目、40秒間〉
→ メ トロ ノーム 拍音 （40／分）に打 叩 を同調する課題 （60秒間、前半20秒 は手掛 り音有 り、後
半40秒は手掛 り音無 し） → 被験者の 最 も打 叩 しやす い 一定 の 速 さに よ る精神テ ン ポ課題 （第 2
回 目、40秒 間） とした 。 第 2 日目……鏡映描写課題 の 教示 は 「鏡 を凝視 しなが ら、鉛筆 の 先を
紙 か ら離 さず、線に 触れない ように 内側 を 1週す るように」と した。また作業の 途 中で 停滞す
る と 「あ きらめ ない ように」 と励 ますが 、 5 分以内に 1 周で きない 場合 は、途中で あ っ て も打
切 る 。 他は 第 1 日 目と同様で ある。なお各課題 を実施する前 に、実験者が 見本行動 をおこ ない
次 に被験者が要領を得 るよ うに練習 させ た 。
　 III．結果 と考察
1，鏡映描写課題
　分裂病群で は鏡映描写成功 （一周で きた）者が半数 に満 たず 、 所要時間も長 レ  情緒的には、
緊張感が 出現 し、焦燥 ・不安感 も生 じて い る 。 対照 群で は、 1 人を除 き 8名　（89％）が鏡映描
写に 成功 して い る。所要 時間 も比較的短か い 。情緒的には、焦燥 ・不安感は 軽 い こ と が わ か る、
（表 1 に示 す 。 ）
　　　　　　　　　　　　　表 1　 両群の 鏡映描写 課題 の 結果
分 裂病群 （12名） 正 常対照群 （9 名〉
課 題 達 成 率 42％ （5名） 89％ （8名）
平 均 所 要 時 間 3分 38秒 2分 24秒
イライラ感有 り 50％ （6名） 44％ （4 名）
緊 張 感 有 り 67％ （8 名） 78％ （7名）
不 安 感 有 り 42％ （5名） 33％ （3名）
　ま た両群 に お け る代表事例を図 1 に 示 して お く。 分裂病群に お い て は 、 描 写中の 停滞や 逸脱
が顕著に出現 する こ とが わか る。
　分 裂病群の 中で 、鏡映描 写が 制限時間内に で きた グル ープ （5 名） とで きなか っ た グル ープ
（7名）に っ い て み る と、両 グル ープ と も 1 回 目よ り 2 回 目の 精神 テ ン ポ が 緩や か に なっ て い
る とともに、前者の グル ープが後者の グ ル ープ よ りも平均打 叩間隔が長 く（1回 目は836msec対
636msec、 2 回 目は 1188msec対740msec ）、その 標準偏差 も小 さ い 。 （1 回 目は 120msec 対 156
msec 、 2 回 目は 252msec 対408msec ）、 両 グル ープ の 検定では （t ＝2．17、　 t ＝ 2．0で い ずれ も
P ＜ 0．01＞有意な違 い が み られた 。 鏡映描写の 巧拙 が 分 裂病者 の 病態や症状 の 程 度を検索す る
一 40 一
工工一leotronlo 　 lbra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege
















Sub，　H ．　K ， Sub．　T ，　Y ，
　　　　　　　　　　　　　　　 図 1　 鏡 映描写の 結果 例
指標 に な り得 る こ とが示 唆され よ う。
2 ．鏡映描写無 しの 場合
　 80／ 分 メ トロ ノーム 拍音に同調す る こ とは、760msec の 打叩間隔に相 当する。表 2 より、音
の 手掛 りが ある場合 、分 裂病群 と正 常群 ともに打叩は ほぼ 同調で きて お り差異は ない 。 しか し、
音の 手掛 りが消失す る と、分 裂病群 にあ っ ては 、打 叩間 隔 が短か くなる の に対 して 、正常群で
は、逆 に打叩間隔が 長 くなっ て い る こ とが わ か る。（t ＝ 3．25、 P く 0．01）
　　　　　　　　　　　表 2　指 タ ッ ピ ン グ （打 叩 間間 隔）の 比 較　　　　　　　単位 msec ．
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40／分 メ トロ ノーム 拍 音に 同調す る こ とは、1520msec の 打 叩間隔に相 当する。音 の 手掛 りが
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あ る場合には、両群と もに打 叩は ほぼ 同調で きて お り差異は ない 。手掛 り音が消失する と、80
／分 メ トロ ノーム 拍音の 場合 と同様の 傾向 を示 すが 、そ の 打叩間隔は分 裂病群 で は 顕著 に短か
くな り、正 常群 に あ っ て は逆 に顕著 に長 くな っ て い る。（t ＝5．25、 P ＜ 0．01）
　また正常群が一貫 して分 裂病群 よ り標 準偏差 も小 さ い こ とが わ か る。
3 ．鏡映描 写有 りの 場合
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図 2　 メ トロ ノーム 課題
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80／分 メ トロ ノ ーム 拍音に対する手掛 り音が 消 失 した 場合で も両 群に差が な い 。（t ＝ 1．67、 P ＜
0．2）40／分 メ トロ ノーム 拍音の 場合 に は、正 常群が手掛 り音が あ っ て も同調水準か らむ しろず
れ て お り打 叩 間隔が長 くな っ て い るが 、分裂病群で は同調で きて い る。（t ＝ 3．57、 P ＜ 0．2）
手掛 り音が 消失す る と正 常群 で は 一層打叩間隔が長 くな り、逆 に分裂病群は打 叩間隔が 短か く
な っ て い る。（t ＝3．42、 P 〈 0。01）
　 なお表 2 よ り、標準偏差 に つ い て は 、正常群が 一貫 して 分裂病群 よ りその 値 は小 さ くな っ て
い る こ とが わか る。 分裂群で は個人差は大 きい わけ で あるが 、 平均的 には、鏡映描写課題 （精
神的 ス トレ ス 刺激） を経験す る こ とが 、経験 しない 場合 に 比較 して 、メ トロ ノーム 拍音 の テ ン
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ポ に近似 した打叩間隔を維持で きそうに 思われ る。
　すなわ ち分裂病者に お い ては 、適度なス トレ ス 負荷 （今回の 鏡映描写程度が その 一例 と い え
る） を経験す る方が 、心理 ・行動的に は安定度が 増大す る と予想 され る の で ある 。 分 裂病者 を
過度に ならない 程度に 、入院生活中にお い て も運動や リク リエ ーシ ョ ン に積極的 に誘 い 出す こ
との メ リ ッ トの 大 きい こ とが 示唆 されるの で ある 。
　 しか しまた 、鏡映描写の 有無にか かわ らず メ トロ ノーム 拍音の 手掛 りが消失す ると、分裂病
者の 打叩 が 速 くな る の に対 して 、正 常者の それ は 逆 に遅 くなっ て い る こ とに も注視 した い 。 二
宮らの 報告 と同様の 結果 とな っ て い るが 、 特に40／分 メ トロ ノーム 拍音が 差 異の 検 出に有効な
テ ン ポ に なる こ とを うらづ けて い る とい える。
4．精神テ ン ポ課題
　図 3 より分 裂病群 と正 常群 は鏡映描 写の 有無に かか わ らず、と もに 第 1回 目よ ワ第 2 回目で 、
打叩間隔が 長 くなる傾 向を示 し、また 一貫 して 正 常群 の 方が 打叩 間隔 も長 くな っ て い る。また
正 常群に つ い て の 相関係数は 0．81で あ り、分裂病群の それは 0．70で ある。両群 ともに高い 相関
を示 してお り、指 タ ッ ピ ン グは先行条件に影響され る傾 向をもちなが らも、内的一貫性 は保持
され て い る こ とが わ か る 。
　IV．結論
1．指タ ッ ピ ン グを指標 とす る際に は 、手掛 り音に 同調 させ る課題 とその 手掛 り音 の 消 失後 に
　 も同 じテ ン ポ を継続 させ る課題 を併用す る こ とが 、分 裂病者 の 心理 ・行動 的特徴の 抽出 に 有
　効で ある。
2 ．メ トロ ノーム 拍音 （40／分 ）の テ ン ポ を利用 す る とそ の 有効 ［生は高め られ る可能性が ある 。
　 また 鏡映描写課題の 巧拙 も分裂病者 の 症状の 安定度 と関連性 の ある こ とが 示唆され る 。
3．今後 とも被験 者数 を追加 し 、 そ の 信頼性 を追跡する必要は あるが、指 タ ッ ピ ン グの 成績は
　分裂病者 の 社会復帰の た めの 判断資料 として有効性の あるこ とが示唆 され る。
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